　2011.3藤咲整形外科医院だより
　待ちかねたように出てきては、まだ早かった、と言っているような、草花の様子です。こごみの新芽は、まさにこごんだ状態から、ぐっと体を伸びあげる準備を、しています。蕗の薹も、ひょっこりを顔を出す準備を、地下でしていることでしょう。
　曲がった状態から、ひょっこりと伸びる、指の疾患があります。引っかかりを生じて伸ばしづらく、曲げづらくなり、力を入れると、急に伸び、曲がり、痛みを伴うこともあります。腱鞘炎の一種、ばね指です。

　治療には、外用剤、内服薬を利用する、比較的穏やかなものがあります。腱の通り道(腱鞘　けんしょう)に、注射をする方法もあります。症状が強く、握力が落ちたり、職業としての仕事に支障があったり、家事、炊事に障りがあるようなときには、手術を必要とすることもあります。当院の手術の多くが、ばね指の手術です。
　手術の内容は、腱鞘を切り拡げる、というものです。局所麻酔で、30~60分くらいで終了します。先に記した手術のタイミングの他に、大事な要点があります。腱の問題であるはずの手術ですが、肝心の指関節が、長い間動かせずにいるうちに、固まってしまったとしたら、どうでしょう。腱はすでに手術で解放されたとしても、関節が固くなっていれば、地味で、根気のいる、関節運動の努力がなければ、良好な回復にはならないでしょう。手術をするなら、関節の動くうちに、臨むことが肝要と思います。。
　ばね指は、動かす機会の多い方、握力など地力のある方に、多くみられる傾向があります。働き者の手に、起こる症状といってもいいでしょう。その手に最もふさわしい状態で、ありたいものです。

　皆様お体大切に。
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